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三ツ又沼ビオトー
プ

たねのお返しセレモニーの開催　 

上尾市立 平方北小学校、富士見小学校
　荒川の草花を育てようプロジェクトの一環で春に連
携する学校へたねをお渡しし、プランターや学校のビ
オトープなどで荒川の草花を育ててもらいました。子
どもたちが育て、収穫したたねを今後の自然を守る活
動に活かしていくためにお返しいただきました。今年
度は2校の小学校でたねの返納式を行いました。
　1 月 29 日（火）に返納式を実施した上尾市立平方北
小学校（写真左）は、校庭にある学校ビオトープで平
成 28 年度から荒川の草花を育てています。環境飼育
委員会の児童が中心となり、夏にプランターで育てた
草花を学校ビオトープに植え替えるなど取り組んでく
れました。
　2月1日（金）に返納式を実施した上尾市立富士見小
学校（写真右）は、平成30年度から屋上にあるビオトー
プで荒川の草花を育てています。環境栽培委員会の児
童が草花の生育の記録をつけるなど草花が育つ様子を
見守ってくれていました。

☞両校の皆さん、一年間荒川の草花を大切に育ててく
ださりありがとうございます。皆さんからいただいた
“たね” は草花を増やす取組に活用します。サポーター
事務局

冬の三ツ又を野外実習で活用　

 埼玉県立いずみ高等学校
　1 月 30 日（水）、生物サイエンス科 2 年生が三ツ又
沼ビオトープで今年度2回目の野外実習を行いました。
当日は、希少植物保全のために行われたヨシ原の火入
れ跡の見学と、湿地の草
花の保全活動として枯れ
草の刈り取りを行いまし
た。
☞枯れ草がだいぶ片付き
ました。春には草花の芽
生えに必要な日の光が入り、ノウルシなどの草花がき
れいな花を咲かせてくれることでしょう。サポーター
事務局

ハンノキ調査の結果を振り返り　

上尾市立太平中学校
　2月14日（木）、科学部の皆さんと一年間の活動の振
り返りを行いました。
　当日は一年間の三ツ又沼ビオトープでの活動を振り
返り、今年度ハンノキ林の調査をした結果を踏まえな
がら「ミドリシジミが卵を産みたいと思うハンノキ林
とは？」どの様なものか、いっしょに考えました。
☞調査結果から、つる植物がからみついたハンノキに
は、ミドリシジミの卵が見つからない傾向にあること
がわかりました。今後、調査を積み重ねていくことに
より詳しいことがわか
るかもしれません。一
年間の活動、お疲れ様
でした。サポーター事
務局
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　荒川ハンノキプロジェクトは、埼玉県の蝶「ミドリシジミ」のために、三ツ又沼ビオトープにハンノキの林を取りも
どすプロジェクトです。荒川の草花を育てようプロジェクトは、外来植物※が増えるのをおさえるために、三ツ又沼ビ
オトープ周辺にもともと生えていた野草を増やす取り組みです。サポーター事務局では、この取り組みに参加する企業・
団体・学校を募集しています。                                                             ※外来植物：人によって地域の外から持ち込まれた植物 

荒川ハンノキプロジェクト&荒川の草花を育てようプロジェクト



【環境サポーター大募集！】
自然を守る活動や自然学習の指導をする「あ
らかわ市民環境サポーター」を募集していま
す（荒川上流河川事務所内のサポーター事務
局 にて登録）。
地域の自然を守るためには、地域の方の力が
欠かせません。自然が好きな方、荒川が好き
な方、体を動かしたい方、いろいろな人と交
流したい方、ご連絡をお待ちしています！

【三ツ又沼ビオトープ】
上尾市と川越市、川島町の
さかい目にある、荒川の豊
かな自然が守られている場
所です。いつでも、だれで
も自然に親しむことができ
ます。
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いろいろな方が関わっています
三ツ又沼ビオトープに残された荒川の貴重な自然を守るために、
いろいろな方々が三ツ又沼ビオトープに関わっています。

冬季編を開催

上尾の自然を守るナチュラリスト入門講座
　1 月 12 日（土）、上
尾市環境推進協議会
主催で上尾の自然を
守り育てるリーダー
を育成するための講
座が開講されました。
カヤネズミの生息場
所の保全管理を体験

したのち、意見交換を行いました。意見交換では、「三
ツ又沼ビオトープの保全にいろいろな人が関わる大切
さ」について参加者を含め、スタッフも一緒に共有す
ることが出来ました。
☞より多くの人が関わってもらえる三ツ又沼ビオトー
プにしていけるよう、引き続き、皆さんといっしょに
考えていければと思います。サポーター事務局

今年度、三ツ又沼ビオトープの保全管理に関わった皆様

冬の生きもの調査

あげお子ども記者クラブ
　1月19日（土）、上尾市　環境政策課に登録した “あげ
お子ども記者” が三ツ又沼ビオトープを訪れ、上尾の
自然を取材しました。第 1 回の取材を行った夏に比べ
ると、見られる生きものは少ないですが、カマキリや
ミドリシジミなどの昆虫の卵や双眼鏡を使った野鳥の
観察を行いました。参加したあげお子ども記者の皆さ
んは、ミドリシジミの小さな卵を一生懸命探していま
した。
☞取材の始めと終わ
りにタカの仲間のノ
スリが上空をクルク
ルと。最後は、三ツ
又沼ビオトープに足
を運んでくれた皆さ
んを見送っているよ
うでした。サポーター
事務局

島町立つばさ南小学校、高校生環境学習講座（埼玉県立
総合教育センター江南支所）、埼玉県立いずみ高等学校、
大正大学

行政：あげお子ども記者クラブ（上尾市環境政策課）、上尾
の自然を守るナチュラリスト入門講座（上尾市環境推進協
議会）
企業：ファインモータースクール、株式会社 武蔵野銀行

あらかわ市民（サブ）環境サポーターの皆様

市民団体等：上尾の自然を守る教職員の会、荒川クリー
ンエイド・フォーラム、荒川の自然を守る会、いきがい
愛の会、エンハンスネイチャー荒川・江川、川島ネイチャー
クラブ、教育ルネッサンス、埼玉県生態系保護協会上尾
支部、ボーイスカウト上尾4・9団

教育機関：上尾市立太平中学校、上尾市立平方北小学校、
上尾市立富士見小学校、浦和高等学園、学習院大学、川

行政と連携
　上尾市と連携し、大人から子どもまで三ツ又沼ビオトープの自然とその自然を守る活動を体感するプログラムを実施
しました。


